
ご相談は無料です。お気軽にご相談下さい。 

 

 相続対策として生命保険に加入する場合は「終身保険」がよいでしょう。 

 相続時に保険金が支払われるかどうかが肝心ですので、死亡保障が一定期間に

限られる定期保険や養老保険は相続対策としては不向きです。 

よつば通信 vol.８ 

（相続税の申告、詳細な計算を要する場合は有料となります） 

檜山高志 
税理士 

中田誠治 
税理士 

錦織慶典 
税理士 

平井篤志 
税理士 

安齋康司 
税理士 

手嶋豪紀 
税理士 
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①親が保険料を負担していませんか 

 子供や孫のために、契約者を子供や孫とする生命保険に加入されていても、保険

料が親の通帳から引落されているなど、親が保険料を負担している場合には、満期

時には贈与税、相続時には相続税が課されます。 

 

②そうならないために 

 毎年、子供や孫の通帳へ保険料相当額を振込み、その通帳から保険料を引落す

ことで、毎年の贈与とします。 

 保険料が１１０万円以下であれば、贈与税の申告は必要ありません。  

 

TEL：082-234-0130 

 

①遺産分割対策 

 受取人を指定することができるため、遺産分割の必要はありません。 

②節税対策 

 相続で受けとる生命保険金には一定の非課税枠があります。 

   非課税枠   500万円×法定相続人の数 

③納税資金対策 

 生命保険金は受取人の申し出により 

速やかに入金されるため、納税資金や 

生活資金などに充てることができます。  

 

 

 

 生命保険金は、契約者や受取人によって課される税金の種類や負担が変わり

ます。契約形態に注意が必要です。 

※ 夫が死亡した場合 

 

 

 

 

 

 

生命保険の活用 

契約者（保険料負担者） 被保険者 受取人 課される税金 

夫 夫 妻又は子 相続税 

妻 夫 妻 所得税 

妻 夫 子 贈与税 

夫 妻又は子 夫 
相続税           

（生命保険に関する権利） 

相続対策には「終身保険」 

生命保険金の受取時にかかる税金 

子供や孫の生命保険 

 生命保険の活用は、目的にあったもの、支払に無理のない契約内容であることが

大切です。 


